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―確かな安心確かな実績―
エポ工法は34年･全国24万箇所以上の実績をもつ工法です

マンホール上を大型車が通行する際に少しの段差でも地震のような
振動が起きるという苦情への効果的な対策には



マンホール鉄蓋周辺の 振動･騒音 発生理由

車両通行に伴うマンホール鉄蓋の周辺から発生する振動や騒音は、鉄蓋自体の
ガタツキや周辺舗装の沈下による段差の発生や破損 他 様々な理由があります



鉄蓋の交換が必要な理由

騒音騒音

振動振動

段差やガタツキを放置すると、
様々な問題が発生してしまいます。

最悪の場合、
事故の発生も!?



エポ工法とは

道路上の鉄蓋周囲を円く切断・撤去し、エポキシ系樹脂コンクリートを
用いて復旧する、 「 平 坦 性 」 と 「 耐 久 性 」 が 高い工法です

大口径コア
Φ600～1630㎜
まで対応可能



エポ工法では斜壁の上部から表層までを単一材料で復旧します
これにより鉄蓋周りの剥離や飛散周辺舗装の沈下を防ぎ非常に
高い平坦性･耐久性を確保しています

他との違い 復旧材料について
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エポ工法には ２つ あります

エポ工法とは

②舗装工事に伴う『後付工法』

①既設鉄蓋を交換する 『維持修繕工法』

特に『後付工法』では道路の鉄蓋が無い状態で舗装工事が行えるため
切削や敷き均し.転圧の施工が行い易く.かつ施工品質をより高められます



後付工法の施工方法



・舗装工事の前に既設の鉄蓋を撤去します。

・仮蓋を埋設し、仮復旧材(As)で埋め戻します。

後付工法の施工フロー ① [前処理工程：前処理工]

※後付工法を行なう際、前処理工を行わず、
舗装工事時に仮蓋を設置することも可能
ですが、その場合、切削工程の簡略化に
はなりません。
（⇒敷き均し・転圧工程は簡略化が可能)



※一時交通解放時の鉄蓋への摺り付けに
起因する転倒事故等の心配も不要です。

後付工法の施工フロー ② [前処理工程：切削工]

・切削時に鉄蓋を避ける機械操作の必要が無く、
連続して切削することができます。

・切削後、鉄蓋周囲に残った舗装に対するブレー
カーでのハツり・撤去作業を省略できます。

・切削後、鉄蓋への摺り付け作業を省略できます。



後付工法の場合

路面が平坦なため、安全性が向上。
鉄蓋に起因する事故は発生し得ない。

従 来 は

路面に鉄蓋が突起し、自転車やバイ
ク等の転倒事故が起こり得る。

後付工法の施工フロー ③ [一時交通開放]



後付工法の施工フロー ④ [前処理工程：舗装工]

・鉄蓋を避ける機械操作の必要が無く、連続して
敷き均し・転圧を行なうことができます。

・鉄蓋摺り付け部分に対するブレーカーでのハツ
り・撤去作業を省略できます。

※鉄蓋周りも周辺の舗装と同じ締固め度で
あるため、転圧不足による破損が減少。



※３点オフセットや金属探知機により、
削孔位置を確認します。

後付工法の施工フロー ⑤ [後処理工程：準備工]

・舗装工事完了後、コアカッターを用いて埋設さ
れた仮蓋の中心を確認します。

・仮蓋の中心に合わせることで、鉄蓋がない状態
からでもズレなく施工することが可能です。



後付工法の施工フロー ⑥ [後処理工程：切断工]

・大口径コアカッターで舗装を切断します。

・周囲と完全に切り離すため、周辺舗装に影響を
及ぼすことはありません。

・一度に450㎜の舗装厚まで切断が可能です。

※現場状況にあわせて、防音カバーを使用
した静かな施工も可能です。



後付工法の施工フロー ⑦ [後処理工程：撤去工]

・コアカッターで開けた中心の穴にリフトアップ
バーを差し込み、仮蓋と仮復旧材を一括撤去し
ます。

※国道や県道のように舗装が厚い現場ほど
エポ工法は効力を発揮します。



後付工法の施工フロー ⑧ [後処理工程：調整・復旧工]

・表層から基層まで、全て耐久性の高いエポキシ
系樹脂コンクリート(ESコンクリート)で復旧を
行ないます。

※表層までを単一材料で復旧することで各
復旧材ごとの剥離や飛散を防ぎ、非常に
高い耐久性を確保しています。



後付工法の施工フロー ⑨[後処理工程：養生工・交通開放]
・温風養生で樹脂の硬化を促進します。

・下水マンホールの場合、工事開始から交通解放
まで約３時間です。(養生時間を含む)

・完成した舗装にあわせて鉄蓋を設置するため、
より平坦な仕上がりとなります。

※小径の仕切弁や四角鉄蓋など、道路上の
様々な鉄蓋に対応が可能です。



舗装工事におけるエポ後付工法のメリット

②鉄蓋周囲を人力でハツり取る作業がなくなり、路面切削の1日当りの出来高が向上

①切削機操作時の『ドラムアップ』～『移動』～『ドラム設置』の時間ロスが低減

⑤人力での転圧と比較し、鉄蓋周囲の舗装もタイヤローラー等で均一に締固めることが
できるため、将来的に起こり得る『締固め度のバラつきによる鉄蓋周囲の破損』が大
幅に減少

③一時交通開放時に鉄蓋が突起していない（仮蓋埋設）状態の為、周囲の段差擦り付け
舗装、及びその摺り付け部分の撤去作業が不要

④一時交通開放時に鉄蓋が突起していないため、高低差に起因する事故の心配が不要



他との違い 切断工程について

最大４５０㎜の深さまで、
一度に素早く切断・撤去が可能
（切断速度：1ｃｍ／分以上）

大口径コアカッター



ＥＳコンクリート
（エポキシ系樹脂コンクリート）

×

表層まで単一材料で復旧するため、
復旧材ごとの剥離・飛散・破損は
ありません。

他との違い 復旧材について



建設技術審査証明

・ 施工性の向上

・ 安全性の確保

・ 平たん性の確保

・ 耐久性の確保

・ 環境保全の確保

エポ工法は、上記５つの
性能を有していると認め
られています。

（財団法人 土木研究センター）



エポ工法は、平坦性が高く 品質の良いもの を

『安く』『長く』
そして 安全・安心をお届けします。

東北支部長 仙 舗 建 設 株式会社


